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学習を始める前に 

漢方薬の効能・効果を、漢方薬の名前や生薬の働きとリンクさせて覚えられるとしたら、楽だと

思いませんか？これが本テキストのテーマです。 

登録販売者試験での漢方薬の出題は年々増加・難化傾向があり、漢方薬の点数が合否を左右する

ことも少なくありません。近年の試験では「試験作成の手引き（以下、手引き）」の記述をアレ

ンジした出題も見受けられます。このような問題は「その漢方薬が適した人」をイメージしてお

くと、冷静に解くことができます。たとえば以下は、令和２年度の関西広域連合の問３３です。 

 

 

 

生薬・漢方薬が苦手な受験生はたくさんいます。なぜ多くの受験生がそのように感じるのでしょ

うか。理由としては、手引きに載っている「生薬の働き」と「漢方薬の働き」がリンクしていな

いことが挙げられます。そうなると、生薬と漢方薬の働きをそれぞれ独立した知識として覚える

ことになり、勉強量が膨大になってしまいます。 つまり、苦手に感じる皆さんに何か問題があ

るのではなく、試験のコンセプトがそうさせてしまっているということです。 

漢方薬を覚える時に、手引きに書いてある生薬の知識が活かせないのはなぜでしょうか。第一

に、手引きには漢方薬の「効能・効果」は載っていますが、「構成生薬」までは載っていないこ

とが挙げられます。すると漢方薬の中身が分からないまま結論のみを覚えることになります。

「なぜそうなるのか？」という理由がないまま行う暗記は、なかなか大変ですよね。 

第二に、漢方薬は生薬の集合体ですが、その効能・効果は、単純に生薬の持つ作用を足していっ

たものではないことが挙げられます。漢方医学では「薬理作用」とは別に、個々の生薬が持つ作

用を「薬能」という表現で説明することがあります。「薬能」とは経験的に知られた作用のこと

で、たとえばマオウには「薬理作用」として気管支拡張作用がありますが、花粉症による鼻水を

止めるのに用いる「小青竜湯」の中でのマオウの役割はそれだけでは説明できません。漢方医学

では、体の冷えからくる体内の水分の停滞がある状態だと考え、マオウは体を温めることにより

余計な水を汗として外に出す役割があるとされます。また、生薬は組み合わせる生薬によって引

き出される「薬能」が変わるため、漢方薬の中での生薬の主な役割も処方ごとに変化します。 

手引きでの生薬の効能の説明は、非常に端的に示されている（もしくは不足している）ため、そ

れを寄せ集めても漢方薬の効能・効果にはなりません。そこで本テキストでは、各漢方薬の中で

キーとなる生薬の働きを説明し、どのような漢方薬なのかを連想できるようにしています。漢方

医学では、気、血、水、温める、冷やすなどの独特な表現があり、慣れるまでに少し時間がかか

るかもしれません。できるだけ簡潔に説明していますので、少しずつ学習を進めていきましょ

う。本テキストが皆さまの試験合格の一助となることを、心より願っております。 
 

  登録販売者試験は、「試験問題作成 

に関する手引き」を基に作成されます。 

つまり試験問題はここから出題されます。 
  

㈱東京マキアの YouTubeチャンネル、 

「やっけんちゃんねる」もぜひご活用 

ください（音が出るのでご注意ください）。 
  

３５歳女性、咳と咽喉・食道部の異物感の症状に良い漢方処方製剤はないかドラッグストアに相談に来

られた。状態や症状を確認したところ、体力は中等度で、虚弱体質でもなく、比較的神経質で胃腸が弱

く、足にむくみがあることがわかった。最も推奨すべき漢方処方製剤を一つ選べ。（答えは一番下） 

１．半夏厚朴湯 ２．柴朴湯 ３．麻杏甘石湯 ４．神秘湯 ５．五虎湯  

※答えは１。咳と咽喉・食道部の異物感の症状や、神経質や胃腸が弱いなどの体質から１と２に絞り、むくみが 

あるためカンゾウの入っていないものを選ぶ。 
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③漢方薬の基本処方 

漢方薬は、「基本処方」と呼ばれる漢方薬に生薬を足したり引いたりして、別の漢方薬となって

いることがあります。「基本処方」の効能を頭に入れておくと、どのような意味を持つ漢方薬な

のかがスムーズに理解できます。３つの重要な「基本処方」について確認しましょう。 
 

(a) 四物湯（しもつとう）→37ページ参照 

◆ 構成生薬：トウキ（当帰）、シャクヤク（芍薬）、センキュウ（川芎）、ジオウ（地黄） 

◆ 血が不足した血虚に対する基本的な方剤で、肌が乾燥して色つやの悪い人の冷えや貧血に用いら

れる。 

◆ 四物湯がベースになっている漢方薬の例：疎経活血湯、七物降下湯、芎帰膠艾湯、当帰芍薬散 
 

(b) 四君子湯（しくんしとう）→手引きへの記載なし 

◆ 構成生薬：ソウジュツ（蒼朮）、ニンジン（人参）、ブクリョウ（茯苓）、カンゾウ（甘草）、 

ショウキョウ（生姜）、タイソウ（大棗） 

◆ 気が不足した気虚に対する基本的な方剤で、疲れやすい人の胃腸虚弱に用いられる。 

◆ 四君子湯がベースになっている漢方薬の例：六君子湯、補中益気湯、加味帰脾湯 

◆ 四物湯と四君子湯の両方がベースになっている漢方薬の例：十全大補湯 
 

(c) 桂枝湯（けいしとう）→10ページ参照 

◆ 構成生薬：ケイシ（桂枝）、シャクヤク（芍薬）、ショウキョウ（生姜）、タイソウ（大棗）、カンゾウ（甘草）    

◆ 体を温めて軽く発汗させ、熱や痛みを発散させる作用があり、虚証のかぜの初期に用いられる。 

◆ 桂枝湯がベースになっている漢方薬の例：葛根湯、柴胡桂枝湯、桂枝加竜骨牡蛎湯、小建中湯 

 

漢方薬データの見方 
次ページから、各漢方薬のデータを載せています。データの見方について確認しましょう。 

 

 

      と 

汗が出るもののかぜの初期に適すとされる。

【名前の由来】
 ケイシ（桂枝）が主薬であることから。

【 イント】
 キーとなる生薬：ケイヒ（桂皮）
 クスノキ科のシンナ ムム・カッシアの樹皮又は周皮の一部を除い
たものを基原とする生薬で、発汗を促して解熱を助ける作用がある。
また、香りによる 胃作用を期待して用いられる。

 ケイヒとはシナ ンのことである。
 虚弱体質の人が風邪をひくと、体温が充分に上がりきる前にじわじ
わと自然に汗をかく。桂枝湯はそのような人に向く薬で、 い発汗
作用があり、体の熱や痛みを発散する。疲れやすくて胃腸が弱い人
や高齢者のかぜの初期に用いられる。

 葛根湯や麻黄湯とともに辛温解表薬（辛味温性の薬を用い、発汗さ
せることで病気を治す薬）の一つである。    

       

【ざっくり うとこんな漢方薬】
体力虚弱な人の風邪の初期に用いられる薬。
様々な漢方薬の基本処方である。

体 生体防     発汗  な症状

ない 弱い あり  熱、 気、胃腸症状

ある 強い なし  熱、 気、 こり、関 痛

【風邪の初期症状の傾向】

体力の「しばり」が図式化さ

れています。 

構成生薬  です。カン

ゾウ、マオウ、ダイオ

ウ、キーとなる生薬を

色分けしています。別

の漢方薬を含んでいる

場合は、生薬名に色を

付けています。 

この漢方薬を端的に説

明しています。 

大まかに、このよう

な人に向くという目

安になるイラストを

入れています。 

手引に記載のある漢方薬の効能・効果で

す。キーワードに線が引いてあります。 

漢方名は効能のヒ

ントになります。 

  は、その生薬に関する手引きの記載です。 

  がついていない文章は、この漢方薬を理解するための

補足の説明です。登録販売者試験では手引きの記述を中心

に出題されますので、覚える必要はありませんが、手引き

の記述を理解するために必要な情報を載せています。 

※構成生薬：柴胡加竜骨牡蛎湯は小太郎漢方製薬㈱、駆風解毒湯と響声破笛丸は北日本製薬㈱、そのほかは㈱ 

ツムラの添付文書を元に作成しました。メーカーにより配合比や種類が異なることがあります。 

※ 
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